
第5回デイサービスゆうゆうの家運営推進会議
	開催日時
	平成30年9月19日　16：30　～　17：30

	開催場所
	デイサービスゆうゆうの家　食堂

	参 加 者
（7名）
	ご利用者様　足立様
ご利用者家族様　足立様

近隣住民代表　富永様
民生委員　村上様
南第２地域包支援センター職員　清野様

デイサービスゆうゆうの家代表　田中久嗣
デイサービスゆうゆうの家管理者　田中三代子

	司会進行
	管理者　田中三代子

	議 事 録
	田中　久嗣


　
　（１）開会の挨拶
　（２）本日の出席者の紹介

　（３）前回の議事録を配布したいと思います。この議事録は当施設のホームページにて公開していますのでどなたでも閲覧できるようになっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（４）それでは活動状況の報告です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年8月の当事業所の利用者数はのべ157人です。
　　（要支援者5名、要介護者12名）
　　１日平均7名です。

　　　　一日の利用者平均介護度は2.6です。

活動報告
４月チューリップ、菜の花観賞　(リサイクル公園)　
　　　　　５月バラ観賞（浜寺公園）
　　　　　９月夏祭り　　予定していたのですが台風による臨時休業の為、行えていません。
　（５）ヒヤリハットと事故の報告　　　
　　　　前回運営推進会議から本日までの間
　　　　事故・・０件
　　　　ヒヤリハット・・３件
　　　　内容報告
　（６）当施設のプログラムに興味を持たない方への取り組みについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在、当施設では様々なメニューがある中で一番長く時間を取っているものが個人レク（制作）です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ほとんどの方が個人レクに取り組まれているなか、特に男性に多いのですが興味が全く無く取り組まれない方がおられます。
　　　　　過去には、麻雀がお好きだった方には他にマージャン出来る方がおられたこともあり麻雀を購入し、職員も２名入って楽しんで頂きました。また、パチンコのスロットがお好きだった方にはスロットマシンを購入し、楽しんで頂きました。
さて、今年の４月からご利用の男性利用者様についてのお話となりますが、その利用者様は、個人レクにまったく興味を持って頂けなく、どう対応すれば良いのか悩みました。
利用開始時に伺った話の中に将棋や麻雀がお好きとのことでしたので、この時間、将棋や麻雀をして頂いたらどうか、と言う事になりました。
しかし、現在に行きつくまでに色んな試行錯誤が有りました。経過を追ってご説明させ
て頂きます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①麻雀セットは有るのですが人数が足りなくて使用できず、パソコンを使ってのオンライン麻雀ゲームをして頂く事にしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、ゲームではパソコンのマウスの使い方が難しいようで色んなところをクリックするうち、気付けば沢山のソフトをダウンロードされていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②そこで、オンラインでなくパソコン用麻雀ゲームソフトを購入しました。しかし、これもマウスの操作が難しいようで、思う様に楽しんで頂けませんでした。
③次に、操作がパソコンよりも簡単なテレビにつなぐ麻雀ゲームを購入しました。しかし、これもまたご本人には難しく断念しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④将棋のお相手をして下さるボランティアの方を依頼しました。しかし、ボランティアの方もお忙しく毎回、来所に合わせて来ていただけないのが現状です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤ボランティアの方に将棋を使ってのすごろくの様なゲームを教えて頂きました。これは将棋を御存知ない方とも一緒に楽しまれていました。もともとルールを御存知だったようで「それが出たら、一回休みですよ」「それは倍進めます」等と教えて下さっていました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現在は新規の男性利用者様が次々と２名、将棋をされる方だったのでお二人で楽しんで頂ける様になりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この様にメニューには無い事でも、お一人おひとりに合った時間の過ごし方を考え対応
していく事が大切だと考えています。今後もこの様な取り組みをさせて頂きたいと思って
います。
少し議題から離れますが個別対応という観点から今までの取り組みをお話させて頂きますと
①送迎車への乗降が困難な方にはリフト車
②車椅子の方にはスロープ車
③座席から立ち上がってしまい転倒される方には、立ち上がり感応クッション（立ち上がると音が鳴り知らせてくれるものです）
④徘徊される方にはフロアを事務所ＰＣから見ることが出来るカメラ
⑤エレベーターの無い団地を自力で昇降する事が困難な方には大人用おんぶ紐やおすわり担架
等を購入し対応致しました。
　（７）それでは活動状況の評価や要望、助言等をお聞かせ頂きたいのですが・・・
　　　　村上様・・・個別対応・色々な対応があり、それを実施されて居る事に驚いています。
　　　　清野様・・・その方に対応するためすぐ購入する等、フットワークの良さがあると思いま
す。失礼ですが、大きい所では会議や稟議を上げるとなると、なかなか時間
がかかってしまいます。
（８）続きまして、質疑応答に入りたいと思います。

　　　　足達様（娘）・・母が今月からお世話に成っていますが、しばらく家に居る事が多く、
今こうして、色んな方と接する機会が出来、社交性が目覚めた様に思いま
す。もともと、母は社交的でしたので。
　　　　富永様・・・近所でも認知症の人が増えたように思う。それでも、比較的男の人の方が、
　　　　　　　　　　認知症になりにくいように思う。やっぱり、ちょこちょこ動くからかな
　　　　　　　　　　けど、車で認知症の事故ようやってるけど、あれアクセルとブレーキを
　　　　　　　　　　踏み間違えるとゆうより、車に乗ってことが解ってないらしいで
　　　　村上様・・・・要介護の方が多いのですか？５とか４とか、要支援？
　　　　田中三代子・・ええ、要支援から要介護５の方まで、それぞれおられます。なので、すべ
ての方に満足頂くことは非常に難しいです。
　　　　清野様・・・施設は色んな方に対応する事で、『今、その方が持っておられる能力を維持
　　　　　　　　　　　』することに重点を置いています。出来る事を続けて頂く事ですね
　　　　　　防犯の事ですが、台風の被害ないですか？と言って、家に入り込もうとする
　　　　　　女性２人組が居るとの情報が入っています。施設利用者様に注意喚起よろし
　　　　　　くお願いします。初夏には「何でも買います」と言って窃盗を働く２人組が、
横行していたとの情報も入っていました。

(９)　閉会の挨拶
＜後日談＞連絡帳より
　　　　足立様（娘）・・貴重なお話をたくさん聞けてとても有意義でした。私は母一人でも大変
　　　　　　　　　　だと、思っていましたが、皆さん色々とご苦労されているので、私も頑張ろ
　　　　　　　　　　うと思いました。
